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“お子様のご進級おめでとうございます”“１年間、ありがとうございました” 

 3/17の卒業式では、卒業生在校生ともすてきな姿が見られました。練習も一生懸命ですが、大野っ子は

本番にも強いなと感じました。卒業する６年生は2名。式に感動しながらも、お別れの言葉のシーンが二

人には待っています。「やり遂げなければ」という思いをひしひしと感じました。そんな中ですが、二

人は立派にしかも練習以上の姿を表現することができました。在校生２１名も立派にしかもあったかい

空気感をもたらしていました。まさにグッジョブ、送る会で咲いた“ありがとうの花”がまた会場に咲

きほこったようでした。式での姿から、お子様の所属学年の修了を宣言します。ご進級おめでとうござ

います。節目のこの機会にお子様が心新たにがんばれるよう新学年スタートまでに、ご家庭でも言葉か

けをよろしくお願いいたします。  

 今年も地域スタッフのべ1,000名をこえる方々に支えられながら、みんなが元気な笑楽校を目指して

取り組んでまいりました。保護者・地域の方々には、この間ご支援、ご協力をいただきありがとうござ

いました。ご助言に加え、称賛の声も届けていただき、教職員冥利につきる思いをしました。来年度

も、地域とともに歩みながら、子どもたちの成長のために、指導や支援で関わっていきたいと思いま

す。どうか、よろしくお願いいたします。 

3/17 卒業証書授与式 
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１学期前半の主な予定 
来年度は… ＜４月＞ 

 ８日（火）着任式 始業式 入学式準備 

 ９日（水）入学式 

１０日（木）2～6年:給食開始 

１１日（金）身体測定等 

１４日（月）地区児童会 1年:給食開始 

１５日（火）PTA企画運営委員会等 

１７日（木）6年:全国学力調査 

２３日（水）学校運営協議会 

２５日（金）授業公開日・PTA総会 

＜５月＞ 

  ７日（水）湖北白鳥学園教職員総会（給食後下校） 

１５日（木）１～4.6年:遠足 

      5年:集団宿泊体験(～16日まで) 

２４日（土）校内運動会(予備日25 振休26） 

２９日（木）校内マラソン大会(予備日6/5) 

 ２名の卒業生を送り、４月には４名の

新入生を迎える予定です。よって、令和

７年度の児童数は、２５名（保護者数２

０名）でスタートします。 

 内訳は１年生４名、２年生３名、 

    ３年生２名、４年生６名、 

    ５年生２名、６年生８名です。 

 少人数のよさを存分に生かした教育活

動に努めていきます。 

 学校の教育目標について、３学期、特にがんばろうと呼びかけたことを中心に、アンケート結果をもと

にふり返ります。 

＜元気な笑楽校＞「学校は楽しいですか」の問いに、◎評価が９０％をこえました。できたことできな

かったこと、いろいろあったと思いますが、明るく学校生活を送る姿を見ることが多くありました。さら

に、できてもできなくても“すること自体を楽しむ”ことの気持ちよさを伝えていきたいと思います。 

＜体と心が元気＞「自分からあいさつ」に関する問いに、◎評価が約３０％。決まった場でのあいさつは

とてもいいのですが、「自分から」「とっさのあいさつ」といった課題が見つかりました。「いろいろな

ことにチャレンジできましたか」の問いには、◎評価が約６０％でした。自分の目標に向かって努力する

姿がよく見られました。ますます挑戦する機運を高めていきたいと思います。 

＜仲間が元気＞「友だちが困っていたら優しく声をかけましたか」の問いに、◎評価が約５０％。数字以

上に、声をかけたり、場合によっては静かに見守ったりする姿を見かけました。改めて大野っ子の強みと

認識しました。  

＜頭が元気＞「みんなで話し合うことができましたか」の問いに、◎評価は年間平均約６０%でした。○

評価を含めると昨年度と比べ、確実に話合いへの意識が高まってきました。さらに有意義な話合いができ

るよう、指導法の工夫も加えていきたいと思います。 

＜地域が元気＞ふるさと教育に関してこどもたちの関心は高いです。さらに、地域の人とも、本気で考え

たり時には勝負したりするような関わりができたらと考えています。 

児童のふりかえりアンケートから 

 お世話になりました 
 この度の人事異動により、本校でも３人の職員が異動することになりました。期間はいろいろですが、

保護者や地域の方々とともに歩むことができたこと、とても心地よくしかもあったかな時間でした。至ら

ぬ点はあったかもしれませんが、お世話になりました。ありがごとうございました。 

 保護者や地域の皆様の、ますますのご発展を祈念いたします。          
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